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概 要：

COMPSACは IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers，電気電子技術者協会，世界最大の

学術組織) 内の最大ソサエティである Computer Societyが主催するフラッグシップ国際会議であり，コン

ピュータとソフトウェア，インターネットとアプリケーションの全てを扱っており，情報工学では最も重要

な国際会議である。COMPSAC2013は 37 年目の開催となり，また，日本での開催は 1991 年開催以来であり

京都開催は今回が初であった。

COMPSACは，今までは Computer Society単独の会議であったが，今までの日本からの貢献が認められ，

今回以降の COMPSACは，情報処理学会 (日本の情報工学の研究者・技術者を会員とする日本最大の学会)

が Technical Sponsorとなる。情報処理学会が Technical Sponsorとなったことにより，情報処理学会会員は

IEEE 会員と同等の資格・参加費で COMPSAC に参加できることとなり，今後，日本の研究者・技術者の国

際交流，研究成果の国際への発信とアピールの場を提供することができる。以上のことから，

COMPSAC2013を日本・京都で開催できたことは，日本の情報工学分野にとって非常に大きな学術的意義を

もつものであった。
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概 要：

本会議は，本助成をはじめとする複数団体からの支援と賛助を頂き，金沢市文化ホールにおいて 5日間に

わたり開催された。会議の学術内容として，デバイス製作技術 (ナノ構造材料を含む)，光機能の創発 (プラ

ズモニクスやメタマテリアルを含む) に代表される，マイクロ・ナノ科学における最先端の基礎技術開発か

ら，それらを応用したデバイス機能の高度化，光波の制御，バイオメディカル分野への応用など，幅広い研

究発表が行われた。論文件数の比率は，いわゆる光線幾何学を取り扱う光MEMSが 7割で，ナノフォトニク

スが残りの 3割であった。12ヶ国より 100名を超える参加者があり，87件の発表がなされた (開催直前の取

り下げは 1件も出なかった)。アジア地区からの発表件数が全体の 7割を占めた (本会議のアジア開催年時の

傾向ではあるが，今回はそれが強かった)。企業からの発表が 3件，産学連携の発表が 7件あった。口頭発

表・ポスター発表のいずれにおいても活発な議論や意見交換がなされ，研究交流の場としても非常に有意義

であった。全体の半数以上が海外からの参加者であり，日本国内で開催される国際会議としては，海外から

の参加者割合が高い。高度な学術レベルの発表と共に，研究者間での学術交流が活発に行われた。また，地

元ボランティアの協力による，金沢城，武家屋敷，兼六園の見学に加えて，バンケットでの日本舞踊など，

金沢ならではの趣向を提供した。論文集発行 (冊子体と CD) や会議の運営なども円滑に進められ，成功を収

めることができ，有意義な会となった。
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